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方法については FTF（Face to Face）コミュニケーションで行っているマルチモーダル・コミュニケーションを発話
ではなく文字情報をキーにして実現させるものとした。これは文字情報と画像及び位置情報を連動させ、必要に応じ
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て画像上でアノテーションを行うものである。 
（結果及び考察） 







Ⅱ：BBS（Bulletin Board System）による産科患者を対象としたコミュニティの形成 
（方法） 























論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は医師不足・偏在に起因している医療業界の抱える問題を、インターネット上の CMC（Computer Mediated 
Communication）空間によるコミュニケーションで解決することを目的としたものである。病理の領域に関して医療




 遠隔画像コンサルテーションシステムでは、FTF（Face to Face）コミュニケーションで行っている分かりやすい
マルチモーダルな表現を、文字言語による非リアルタイムな環境下でありながら、優れた記録性を確保しながら可能
とした。また BBS の運用及び分析に関しては、患者のコミュニティが、患者－医療従事者間のものから患者間によ
るものにシフトした状態を記録することが出来た。その結果、病院の機能を BBS を設置した Web サイトに持たせる
ことにより BBS と患者との関係を近づけたことに起因するコミュニティの活性化や、その中での携帯電話端末が持
つ利便性を明らかにすることが出来た。そして BBS でのユーザーや話題に関して関係性を明らかにすることで、コ
ミュニティが設置の目的である患者の相談に対する解決能力を有するためには、患者の抱える問題そのものが中心と
して位置しているのではなく、その問題に対して経験や知識を有するユーザーの抱えている問題が中心として位置し、
その事についてコミュニケーションできる環境となっていたことが明らかとなった。 
 本研究で得られた成果は、医療従事者同士の遠隔地でのコミュニケーションにおいて確実な情報交換を実現する為
にどのような表現方法が有効であるのかシステムを構築することで明らかにしたとともに、患者の抱える問題解決に
医療従事者が直接サポートする手段だけではなく、患者・経験者同士が互いに補い情報共有で解決するシステムも維
持していくことが、患者・医療従事者側双方ともによりよい医療環境の構築に繋がっていく事を示したもので、広く
医療の発展に寄与するところが大であり、博士の学位に値するものである。 
